
6よしかわ議会だより

◆�
子
ど
も
が
持
つ
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
教
育
の
た
め
に

問　

文
部
科
学
省
は
、
児
童
生
徒
は

生
活
習
慣
の
未
確
立
、
規
範
意
識
の

低
下
な
ど
心
の
活
力
が
弱
っ
て
い
る

傾
向
が
あ
る
と
し
て
教
育
基
本
法
や

学
習
指
導
要
領
を
改
正
し
て
い
る
。

そ
の
検
証
が
必
要
と
考
え
る
。
道
徳

教
育
な
ど
で
事
態
を
打
開
で
き
る
か
。

答
教
育
長　

時
代
の
変
化
や
子
ど
も

た
ち
の
状
況
を
学
校
関
係
者
な
ど
幅

広
く
協
議
し
、
課
題
の
検
証
を
踏
ま

え
て
き
た
。
未
来
に
ふ
さ
わ
し
い
学

校
教
育
の
あ
り
方
を
構
築
、
積
み
重

ね
の
上
に
学
習
指
導
要
領
が
築
か
れ

て
き
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
実
情
が
あ

る
の
で
加
味
し
、
指
導
し
て
い
る
。

２
０
２
５
年
を
前
に

所
有
者
不
明
土
地
対
策
を

吉
川　

敏
幸

問　

昨
年
６
月
、
所
有
者
不
明
土
地

問
題
研
究
会
は
全
国
の
所
有
者
不
明

土
地
が
九
州
を
上
回
る
広
さ
に
達
し

て
い
る
と
独
自
の
推
計
を
公
表
し
た
。

①
市
内
の
所
有
者
不
明
土
地
は
。

②
所
有
者
不
明
土
地
の
最
大
原
因
で

あ
る
相
続
未
登
記
の
防
止
対
策
は
。

③
地
籍
調
査
の
進
捗
状
況
は
。

答
総
務
部
長　

①
８
５
２
平
米
。

②
相
続
時
に
周
知
。
そ
れ
で
も
未
登

記
の
場
合
は
、
相
続
人
代
表
者
指
定

届
の
提
出
を
以
て
追
跡
し
て
い
る
。

答
都
市
整
備
部
長　

③
昭
和
27
～
30

年
に
か
け
て
実
施
。
そ
の
後
は
休
止

状
態
。
市
全
体
で
は
約
30
％
。

◆�

地
元
建
設
業
者
の
育
成
・
振
興�

積
極
的
取
組
を

問　

地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
り
必
要

不
可
欠
な
地
元
建
設
業
者
の
育
成
に

つ
い
て
、
①
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
策
と

し
て
、
低
入
札
価
格
調
査
制
度
の
導

入
は
。
②
ゼ
ロ
債
務
負
担
行
為
の
活

用
は
。
③
週
休
２
日
を
前
提
と
し
た

工
期
設
定
は
。
④
各
ラ
ン
ク
の
企
業

の
参
入
機
会
を
均
等
に
す
る
対
策
は
。

⑤
総
合
評
価
方
式
の
件
数
を
増
や
す

考
え
は
。

答
総
務
部
長　

①
総
合
評
価
方
式
で

導
入
し
て
い
る
。
②
予
算
全
体
の
中

で
注
意
深
く
み
て
い
く
。
③
国
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。
④
機
会
が
あ

れ
ば
対
応
し
て
い
く
。
⑤
ど
こ
で
も

市
長
等
で
意
見
交
換
を
し
て
き
た
。

今
後
も
地
元
業
者
の
育
成
に
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
く
。

吉
川
市
役
所
現
本
庁
舎
三
億
円

も
っ
た
い
な
い
建
物
解
体
工
事

齋
藤　

詔
治

問　

昨
年
の
九
月
議
会
の
質
問
で
庁

舎
は
、
解
体
せ
ず
現
三
階
建
を
平
屋

建
に
減
築
解
体
し
多
目
的
な
活
用
を

お
願
い
致
し
ま
し
た
。
今
議
会
に
解

体
費
三
億
円
が
予
算
化
さ
れ
た
。
本

庁
舎
は
建
設
後
五
十
年
経
過
の
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
三
階
建
で
す
。

現
庁
舎
は
非
耐
震
建
物
で
あ
り
、
安

全
面
か
ら
早
急
に
解
体
さ
れ
ま
す
が

解
体
工
事
に
、
長
さ
三
十
五
ｍ
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
、
百
十
二
本
が
存

在
し
ま
す
。
こ
の
杭
を
抜
く
理
由
は
、

そ
の
費
用
は
、
資
源
の
有
効
活
用
へ

の
配
慮
は
、
杭
を
抜
か
ず
生
か
す
建

築
工
法
等
考
え
ら
れ
る
が
、
検
討
を

お
伺
い
致
し
ま
す
。

答
総
務
部
長　

解
体
費
三
億
円
の
内
、

杭
抜
き
費
用
約
一
億
円
程
度
、
理
由

は
、
今
後
現
庁
舎
跡
地
の
利
活
用
を

引
き
続
き
検
討
し
て
参
り
ま
す
。
尚
、

第
二
庁
舎
（
プ
レ
ハ
ブ
建
築
）
は
社

会
福
祉
協
議
会
の
事
務
所
と
し
て
利

用
し
ま
す
。
現
庁
舎
は
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
無
い
た
め
、
平
成
三
十
年

事
業
と
し
て
解
体
工
事
を
進
め
て
参

り
ま
す
。
既
存
の
杭
が
残
っ
て
い
る

と
そ
れ
を
避
け
た
形
で
の
利
用
と
な

り
ま
す
。

　

又
、
法
令
等
か
ら
見
ま
す
と
不
要

と
な
っ
た
地
下
構
造
物
は
廃
棄
物
と

な
る
事
か
ら
適
正
に
処
理
す
る
考
え

も
あ
り
、
今
回
の
解
体
に
あ
た
り
ま

し
て
は
杭
も
併
せ
て
解
体
す
る
手
法

で
工
事
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

産
業
振
興
部
設
置

吉
川
市
の
農
業
振
興
に
期
待

岩
田　

京
子

問　

産
業
振
興
部
設
置
、
農
水
省
の

方
を
招
請
。
開
発
だ
け
で
な
く
、
農

業
の
活
性
化
に
大
い
に
期
待
す
る
。

農
地
は
そ
の
存
在
そ
の
も
の
に
価
値

が
あ
り
、
特
に
洪
水
防
止
機
能
と

し
て
の
吉
川
市
の
水
田
の
価
値
は

８
８
０
０
万
円
。
市
内
外
、
特
に
水

田
が
少
な
い
近
隣
市
等
に
こ
の
機
能

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

「
食
べ
る
」「
販
売
」「
使
う
」
等
の

形
で
吉
川
産
米
を
応
援
す
る
仕
組
み

で
住
民
プ
ラ
イ
ド
を
成
就
し
て
は
。

答
市
民
生
活
部
長　

他
自
治
体
へ
の

影
響
な
ど
、
数
値
的
根
拠
は
な
い
が
、

洪
水
防
止
機
能
や
地
下
水
の
滋
養
機

能
等
、
農
地
の
多
面
的
機
能
が
再
評

価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
紹
介
さ
れ
た
様
々
な
事
例
は
参

考
に
し
た
い
。
吉
川
が
優
良
な
農
地

の
多
い
、
農
業
の
盛
ん
な
ま
ち
で
あ

る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

問　

流
れ
は
集
約
化
で
あ
る
が
、
国

連
で
は
世
界
の
飢
餓
撲
滅
と
天
然
資

源
の
保
全
に
お
い
て
、
家
族
農
業
こ

そ
が
持
続
可
能
な
食
糧
生
産
の
基
盤

で
あ
る
と
謳
っ
て
い
る
。
集
約
化
の

一
方
で
、
家
族
農
家
、
小
規
模
農
家

も
支
援
し
て
い
く
べ
き
だ
が
。

答
市
民
生
活
部
長　

現
在
の
日
本
の

農
業
を
支
え
て
い
る
の
が
家
族
経
営

体
で
あ
る
。
経
営
状
況
や
経
営
目
標

な
ど
を
基
準
と
し
た
意
欲
あ
る
農
業

者
へ
の
支
援
策
は
あ
る
。
ま
た
、
単

独
で
の
営
農
継
続
が
難
し
い
場
合
は

集
約
営
農
に
対
し
国
の
補
助
金
あ
り
。

新
庁
舎
、
快
適
な
利
用
に

市
民
利
用
の
「
検
討
会
」
を

伊
藤　

正
勝

問　

新
た
な
歴
史
を
刻
む
と
き
。
新

庁
舎
で
何
が
変
わ
り
ま
す
か
。

答
総
務
部
長　

コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら

災
害
に
強
く
機
能
的
庁
舎
に
。
総
合

案
内
の
配
置
な
ど
わ
か
り
や
す
い
誘

導
。
太
陽
光
発
電
や
雨
水
利
用
で
の

環
境
負
荷
低
減
。
執
務
室
は
行
政
需

要
の
変
化
に
対
応
し
や
す
い
空
間
と

し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
配
慮
し
た

ス
ペ
ー
ス
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
も
向
上

し
ま
す
。

問　

開
か
れ
た
庁
舎
。
10
の
会
議
室

開
放
な
ど
、
７
月
か
ら
業
務
に
支
障

な
い
限
り
貸
し
出
す
と
の
方
針
が
示

さ
れ
た
。
使
用
の
基
準
は
既
存
の
公

共
用
施
設
と
の
す
り
合
わ
せ
を
し
た

う
え
で
の
こ
と
か
。

答
総
務
部
長　

庁
舎
は
行
政
財
産
で

公
共
用
施
設
と
は
異
な
る
。
貸
出
基

準
は
規
則
で
定
め
ま
す
。

問　

こ
の
機
会
に
公
民
館
や
お
あ
し

す
を
含
め
市
民
利
用
促
進
の
見
地
で

総
合
的
「
見
直
し
検
討
の
会
」
を
発

足
し
飲
食
の
規
制
緩
和
な
ど
市
民
目

線
で
の
改
善
を
図
っ
て
は
如
何
か
。

答
総
務
部
長　

使
用
料
の
比
較
検
討

は
し
て
い
る
が
改
め
て
市
民
参
加
で

の
検
討
会
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

市
長
に
「
再
考
を
求
め
る
」
と

と
も
に
、
庁
舎
前
バ
ス
停
は
運
動
公

園
側
も
歩
道
を
削
っ
て
安
全
な
乗
降

を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

答
総
務
部
長　

道
路
構
造
令
上
で
は

必
要
な
道
路
に
該
当
し
て
い
な
い
。

県
管
理
の
調
整
池
で
あ
り
、
県
と
の

協
議
も
必
要
に
な
る
。

は
ー
と
ふ
る
ぽ
っ
と
の

店
舗
継
続
を

小
林　

昭
子

問　

市
民
に
も
開
か
れ
た
場
所
を
も

つ
事
は
と
て
も
重
要
と
考
え
る
が
。

答
市
長　

働
く
場
が
あ
る
事
、
賃

金
、
就
労
が
し
っ
か
り
あ
る
事
が
第

一
。
は
ー
と
ふ
る
ぽ
っ
と
を
無
し
に

す
る
事
、
出
て
い
く
事
が
前
提
で
始

ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
様
々
提
案

し
、
市
役
所
の
中
で
と
い
う
事
を
選

択
さ
れ
た
。
今
後
、
就
労
を
考
え
る

検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
古
い
庁
舎
跡

地
の
活
用
、
公
共
の
土
地
含
め
考
え

る
。
箱
物
の
重
要
性
は
感
じ
て
い
る
。

◆
ラ
ン
ド
セ
ル
の
重
さ
と
健
康

問　

現
状
に
つ
い
て
。

答
教
育
長　

一
年
生
で
４
㎏
、
２
～

５
年
生
５
㎏
、
６
年
生
で
７
㎏
で
し

た
。
適
正
な
重
さ
は
体
重
の
10
％
～

20
％
と
さ
れ
て
い
る
。
適
切
な
重
さ

と
な
る
様
家
庭
と
も
連
携
を
図
る
。

◆
街
に
や
さ
し
い
障
が
い
者
施
策
を

問　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
全
員
に

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

対
象
者
３
千

名
の
う
ち
２
７
０
名
に
配
布
。
年
度

替
り
に
３
百
名
に
配
布
で
き
る
。
今

後
も
徐
々
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

問　

聴
覚
障
害
者
に
防
災
ベ
ス
ト
を

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

今
後
有
効
性

が
確
認
さ
れ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

問　

公
共
交
通
等
へ
対
応
の
支
援
を

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

平
成
28
年
障

が
い
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
事

業
者
に
対
し
て
合
理
的
配
慮
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
差
別
解
消
法
の
促
進

の
学
習
会
を
開
催
す
る
。

答
え
て
市
長
！
一
般
質
問

�

前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き


